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   A 37-year-old man was admitted with a painful mass in his left inguinal region. He had an 
undescended testis on the left side. Six months earlier, he had noted that his left inguinal testis was 
larger, and he had suddenly developed pain in the left inguinal region. The levels of AFP,  hCG/3 and 
LDH were normal. We diagnosed a left undescended testicular tumor and torsion of the left 
testis. Left inguinal high orchiectomy showed a torsion of the left testis and histopathological 
examination of the specimen revealed seminoma. 
                                           (Acta Urol. Jpn.  47: 437-439, 2001) 


















精巣を触知 したが,左 陰嚢内容は欠如 し,左鼠径部に
圧痛を伴う小鶏卵大の腫瘤を認めた.
入院時検査成績:検 血 生化学 ・検尿において異常
所見 を認 めなかった.AFP,hCGβ,LDHな どの腫
瘍マーカーは正常範 囲内であった.
超音波所見:左 鼠径部 に正常大 と思われる内部均一
な精巣 が描 出された.ま た,精 巣周囲に少量 の液体の
貯留 を伴 っていた.
腹部骨 盤CT:右 鼠径部 に4×3cm大 の内部均 一
な精巣 を認 めた(Fig.1).また,腹 部骨盤 内にはリン
パ節腫大 など,他 の異常所見 を認 めなか った.
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 Fig. 1. Pelvic CT showed a mass in the left 
        inguinal region (arrows). No malig-
         nancy was suspected by CT.
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以上より,画像所見,理学的所見では精巣腫瘍は考
えられなかったが,問 診上,6カ 月前 より無痛性に
徐々に増大を認めていたことから左鼠径部停留精巣腫

















pTINOMOと診断 した.術 後化学療法,放 射線療法
などは行わず,経 過観察 しているが,3カ月経過 した










ているD実 際に停留精巣は正常位精巣 と比較 し約10































































































高位精巣摘除術 を施行 した.術 中の肉眼的所見のみで
は腫瘍の存在 を診断できなかったため,も し本症例に
おいて早期発見でき捻転解除後,温 存可能と判断した
ならば,精 巣 固定術 を施行 して いた と考 えられる.
停留精巣 の精索捻転 において特に年齢が精巣腫瘍 の
好発年齢 に一致す る場合,温 存 するならば腫瘍 の存在
を念頭 に慎重 に施行すべ きである と考える.ま た,自
験例 では問診 にて長期 間にわたる緩徐 な腫大 を確 認 し
ていたため精巣腫瘍の存在 を疑 うこととなった.問 診
の重要性 を改めて痛感 させ られた症例 であった.
結 語
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